
 

 

 2023 年１月 31 日 

各 位 

会 社 名   インフォコム株式会社 

代 表 者  代表取締役社長 竹 原 教 博 

（コード番号 4348 東証プライム） 

問合せ先  広報・IR 室長  田 中 新 也 

（電話 03－6866－3160） 

 

業績予想及び配当予想(設立 40 周年記念配当)の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年 10 月 28 日に公表した連結業績予想及び 2022 年４月 27 日に

公表した配当予想を下記のとおり修正します。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

2023 年 3 月期通期連結業績予想の修正（2022 年４月１日～2023 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に 
帰 属 す る 
当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 71,000 10,500 10,500 6,100 111.35 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 71,000 9,500 9,500 4,300 78.49 

増 減 額 ( B - A ) ― △1,000 △1,000 △1,800  

増 減 率 ( % ) ― △9.5 △9.5 △29.5  

(ご参考) 前期実績 
(2022 年３月期) 

64,586 10,098 10,196 6,912 126.20 

 

２．修正の理由 

ネットビジネス・セグメントでは、電子コミック配信サービスにおいて積極的なマーケティング施策が奏

功し、第２四半期より四半期累計売上高が過去最高を記録する等、売上高は好調に推移しています。そのた

め、一時的に利益の減少要因となりますが、第４四半期会計期間の前年同期比増収増益と売上高及び営業利

益の過去最高更新を目指し、利益ある成長の継続に向けて、効果的な広告投資をより一層強化します。 

IT サービス・セグメントでは、企業向けは好調であるものの、病院向けがコロナ禍やハードウェアの納

入遅延による案件の期ずれ等の影響を受けているため、売上高・利益ともに前回予想を下方修正します。 

また、2022 年 10 月 28 日付「特別損失の計上及び第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異並

びに通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」において公表した株式会社メディカルクリエイトに関する

のれんの減損損失に加え、2023 年１月４日付「投資有価証券評価損に関するお知らせ」において公表した

事業機会の創出や取引・協業関係の構築・拡大を目的に保有している株式の評価損を特別損失として計上し

ます。 

これらの要因により、通期連結業績の営業利益及び経常利益並びに親会社株主に帰属する当期純利益につ

いて、前回予想を修正します。 



 

 

３．配当予想の修正について 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

前 回 予 想 
(2022 年４月 27 日発表) 

円 銭  

18.00  

円 銭  

27.00  

円 銭 

45.00  

今 回 修 正 予 想  
32.00  

（普通配当 27.00） 
（記念配当 5.00） 

50.00  
（普通配当 45.00） 
（記念配当 5.00）  

当 期 実 績 18.00    

前 期 実 績 
(2022 年３月期) 

13.00  
37.00  

（普通配当 27.00） 
（記念配当 10.00） 

50.00  
（普通配当 40.00） 
（記念配当 10.00） 

 

４．修正の理由 

当社は 2023 年２月 12 日に設立 40 周年を迎えます。これもひとえに株主の皆様をはじめ、関係各位の

ご支援によるものと心より感謝申し上げます。 

期初の配当予想では「当社グループは、株主価値を高める上で安定的な利益還元を重要な経営課題と考え

ています。資金需要のバランスを考慮の上、健全な財務体質を維持し中長期的な事業拡大に必要な投資を優

先するとともに、安定的な配当に加え、業績向上に連動した増配に努め配当性向 30％を目指す方針です」

とする配当方針に則り、当期末配当金は 1 株当たり 27 円、配当性向は 35.2％と予想していましたが、業

績及び財務状況を総合的に勘案し、これまでの株主の皆様のご支援に感謝の意を表すため１株当たり 5 円

の記念配当を実施することといたしました。 

これにより、2023 年 3 月期の１株当たり期末配当金は、普通配当 27 円・設立 40 周年記念配当 5 円の

合計 32 円に修正します。この結果、すでに実施済みの第２四半期末配当金 18 円と合わせ、年間配当金は

１株につき 50 円、連結配当性向は 63.7％となる予定です。 

 

 
(注)上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づくため、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と 

異なる可能性があります。 

 

以上 


